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この笑い、もう止まりません（1月20日：新春健康演芸会）

ヘルシー弁当コンテストに市内３社入賞！
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　コンテスト参加要件
 ● 旬の食材を使う
 ● 栄養士の相談・指導が入る
 ● コンテスト終了後、ヘルシー弁当を販売できる
　「ヘルシーさ」の基準
 ● 「食事バランスガイド」※1に基づき、主食1.5～２ＳＶ
（サービング）※2、主菜１～２ＳＶ、副菜２ＳＶ以上
がそろっている

 ● エネルギーが利用者の必要量の1/3程度（550
～７００kｃａｌ）

 ● 野菜たっぷり（120グラム以上）
 ● 脂質・塩分はひかえめ
 ● 流通可能な弁当で、販売価格は７００円以下
　選考基準
 ● 味のおいしさ
 ● お弁当全体の味のバランス
 ● 献立の独創性
 ● コストパフォーマンス
 ● 満足感
※1：1日の食事で「何を」「どれだけ」食べたらよいかをイ

ラストで示したもの。

※2：食事の提供量の単位の略

葛城保健所主催

葛
城
保
健
所
　
所
長
　
高
木
正
博
さ
ん

　

食
育
の
推
進
に
は
、事
業
所
さ
ん
の
積

極
的
な
協
力
を
必
要
と
し
ま
す
。ど
の
お

弁
当
も
、ひ
と
手
間
か
け
た
、作
り
手
の
愛

情
を
感
じ
る
、家
庭
の
優
し
さ
を
も
感
じ

さ
せ
る
こ
だ
わ
り
の
作
品
で
し
た
。審
査

し
て
い
て
も
、幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

選
考
委
員
の
ひ
と
り

健
康
増
進
課 

栄
養
士 

大
中
恵
巳

　

メ
ニュ
ー
作
り
は
、大
変
な
作
業
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、多
く
の
事
業
所
さ
ん
が
、応
募
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ど
の
お
弁
当
も
ア
イ
デ

ア
が
豊
か
で
、甲
乙
付
け
が
た
い
、仕
上
が
り

で
し
た
。塩
分
控
え
め
で
、お
弁
当
に
使
い
に

く
い
野
菜
を
、じ
ょ
う
ず
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
、本
誌
で
も
募
集
の
お
知

ら
せ
を
掲
載
し
た
、葛
城
保
健
所
主
催

「
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」の
最

終
審
査
で
、大
和
高
田
市
内
の
事
業
所

３
社
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、新
規
・
既
存

の
メ
ニ
ュ
ー
に
、栄
養
士
と
相
談
し

な
が
ら
ひ
と
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
、

ヘ
ル
シ
ー
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
メ

ニ
ュ
ー
を
競
う
も
の
で
す
。葛
城
保
健

所
管
内（
大
和
高
田
市
・
御
所
市
・
香
芝

市
・
葛
城
市
・
上
牧
町
・
王
寺
町
・
広
陵

町
・
河
合
町
）の
、ヘ
ル
シ
ー
弁
当
を
開

発
し
販
売
で
き
る
お
店
・
施
設
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　に

市内３社入賞 !

審査を終えて…

奈良県版　食事バランスガイド

ヘルシー弁当コンテスト
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御結び屋

「きまぐれヘルシーパレット・ぷらす」

▼販売方法　店頭販売（４月１日～４月14日）

　春の食材を手に入れるのが、大変でした。9分割のパレッ

トに、主食・主菜・副菜をバランスよく、彩りよく盛りつけまし

た。揚げ物は入れず、野菜は生の素材にこだわりました。何

回も作り直しました。完ぺきにできました。バランスの良さが、

自慢です。

せんとくんイチ押し
ベストバランス賞　

ど
の
事
業
所
の
弁
当
も
、い
つ
も
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、何
度
も

メ
ニ
ュ
ー
や
調
理
方
法
に
工
夫
を
加
え
、作
り
直
し
生
ま
れ
た
よ

う
で
す
。し
か
し
、「
大
変
だ
っ
た
」と
い
う
よ
り
、「
勉
強
に
な
っ

た
」「
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
と
、わ
か
っ
た
」と
い
う
感
想
を

聞
き
ま
し
た
。

　

３
社
を
含
め
受
賞
し
た
５
つ
の
弁
当
は
、今
後
一
定
期
間
販
売

さ
れ
る
そ
う
で
す
。詳
し
く
は
、葛
城
保
健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

桜
の
季
節
、皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
当
を
参
考
に
、ヘ
ル
シ
ー

な
弁
当
を
持
っ
て
、出
か
け
ま
せ
ん
か
。

コープ高田店

「春の華やか行楽弁当」

▼販売方法　予約店頭販売（３月中旬～４月中旬）

　野菜は摂取量を増やすため加熱し、ゆで野菜や煮物な

ど、調理方法を工夫し満足感を得られるよう、てんぷらも少

し加えました。カロリーに気をつけた点を評価していただき、

うれしいです。

(株)奈良コープ産業
みよし野事業部

部長　上田 泰弘さん

ローカロリー賞

センナリフーズ（株）

「smileヘルシー弁当」

▼販売方法　２日前10食以上予約販売

　　　　　　（4月1日～ 5月31日）

　緑黄色・淡色野菜をはじめ、きのこ類、海藻類、豆類をバ

ランスよく入れました。骨なしの魚を使い、高齢者にも食べ

やすく、残さず食べてもらえるよう、調理方法を考えました。

時間をかけ、仕事ではできないことに、取り組むことができま

した。

センナリフーズ（株） 

栄養士　川口 依美さん

御結び屋

久保田 磨知子さん

ヘル塩賞

葛城保健所　☎22-1701（代）
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《
基
本
理
念
〜
暴
力
団
３
な
い
運
動
プ
ラ
ス
１
》

①
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

②
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

③
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

（
プ
ラ
ス
１
） 

暴
力
団
と
交
際
し
な
い

　

こ
れ
ら
を
基
本
と
し
て
、市
、市
民
等
や
関

係
団
体
、県
そ
の
他
の
地
方
公
共
団
体
が
相

互
に
連
携
し
、協
力
し
て
推
進
し
ま
す
。

《
市
の
責
務
》

 

● 

総
合
的
な
施
策
を
策
定
し
て
、実
施
し
ま
す
。

 

● 

市
民
・
事
業
者
や
関
係
団
体
、県
そ
の
他
の

地
方
公
共
団
体
と
、相
互
に
連
携
を
図
り

ま
す
。

《
市
民
や
事
業
者
の
責
務
》

 

● 

市
民
の
皆
さ
ん
は
、暴
力
団
の
排
除
の
た
め

の
活
動
に
、自
主
的
に
、相
互
に
連
携
し
て

取
り
組
み
、市
が
実
施
す
る
暴
力
団
の
排

除
に
関
す
る
施
策
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

● 

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、事
業
に
よ
り
暴
力

団
の
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
、市
が
実
施

す
る
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
施
策
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

● 

市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、暴
力
団
の
排

除
に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
る
情
報
を
知
っ

た
と
き
は
、市
や
警
察
に
情
報
を
提
供
し

て
く
だ
さ
い
。

《
暴
力
団
員
の
威
力
の
利
用
の
禁
止
》

　

市
民
や
事
業
者
は
、債
権
の
回
収
や
紛
争

の
解
決
等
の
た
め
に
、暴
力
団
員
等
を
利
用

し
た
り
、自
分
が
暴
力
団
員
と
関
係
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
な
ど
し
て
、相
手
を
威
圧
さ

せ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

《
利
益
の
供
与
の
禁
止
等
》

　

市
民
や
事
業
者
は
、暴
力
団
員
等
や
暴
力

団
員
等
が
指
定
し
た
人
に
対
し
て
、暴
力
団

の
活
動
や
運
営
の
た
め
に
な
る
よ
う
、財
産

上
の
利
益
を
得
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る

基
本
的
な
施
策

　

市
は
、暴
力
団
排
除
の
基
本
理
念
を
達
成

す
る
た
め
、次
の
よ
う
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

《
市
の
事
務・事
業
に
お
け
る
措
置
》

　

公
共
工
事
そ
の
他
の
市
の
事
務
や
事
業
に

よ
り
暴
力
団
の
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

暴
力
団
等
や
、そ
れ
ら
と
社
会
的
に
非
難
さ

れ
る
よ
う
な
関
係
が
あ
る
相
手
と
、契
約
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

《
市
の
公
の
施
設
に
お
け
る
措
置
》

 

● 

そ
の
施
設
の
使
用
が
、暴
力
団
の
活
動
や

運
営
の
た
め
に
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、使

用
を
承
認
し
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

● 

そ
の
施
設
の
使
用
を
承
認
し
た
後
に
、そ
の

使
用
が
暴
力
団
の
活
動
や
運
営
の
た
め
に

な
る
と
認
め
る
と
き
は
、使
用
承
認
の
取

り
消
し
や
、制
限
、停
止
を
命
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

《
市
民・事
業
者・関
係
団
体
に
対
す
る
支
援
》

　

市
民
や
事
業
者
、関
係
団
体
が
暴
力
団
排

除
の
た
め
に
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
、情
報
の

提
供
や
助
言
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

《
広
報・啓
発
》

　

市
民
や
事
業
者
が
、暴
力
団
排
除
の
気
運

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
、集
会
の
開
催
や
広

報
啓
発
を
行
い
ま
す
。

《
青
少
年
に
対
す
る
教
育
等
》

 

● 

市
立
の
中
学
校
や
高
等
学
校
で
、生
徒
等
が

暴
力
団
に
加
入
せ
ず
、暴
力
団
に
よ
る
被

害
を
受
け
な
い
た
め
の
教
育
を
行
い
ま
す
。

 

● 

市
立
以
外
の
高
等
学
校
や
専
修
学
校
ほ
か
、

青
少
年
の
育
成
に
携
わ
る
機
関
に
対
し
て
、

青
少
年
に
教
育
、助
言
等
が
で
き
る
よ
う

情
報
の
提
供
や
支
援
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

　

市
は
、「
暴
力
団
排
除
条
例
」に
基
づ
き
、暴
力
団
の
な
い
、安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
大
和
高
田
市
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
条
例
の
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

〔
生
活
安
全
課　

内
線
３
２
０
〕

　暴力団についての相談・情報提供は、高田警察署（☎22-0110）または市生活安全課（内線320）までお願いします。

知
り
合
い
の
暴
力
団
員
に
言
っ
て
・・・×

×

 
「
暴
力
団
排
除
条
例
」を
施
行
し
ま
す

　

4
月
1
日
、「
大
和
高
田
市
暴
力
団
排
除
条
例
」を
施
行
し
ま
す
。こ
の
条
例
は
、暴

力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
理
念
や
施
策
等
を
定
め
、市
・
市
民
・
事
業
者
の
責
務
を
明

ら
か
に
し
て
、暴
力
団
の
排
除
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活

を
確
保
し
、社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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防
災
の
基
本
は
火
災
予
防
か
ら
。
普
段
の

ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
の
中
か
ら
、
火
の
用
心
の

心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
期
間
中
、「
春
季
全
国
火
災
予
防
運

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
火
災
予
防
思

想
の一
層
の
普
及
を
図
る
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
消
防
訓
練
、
各
家
庭
に
対
す
る
住
宅

防
火
診
断
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
も
、
火
の
取
り
扱
い

や
後
始
末
に
注
意
す
る
な
ど
、
火
災
予
防

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
０
１
１
９
〕

『
消
し
た
は
ず

 

決
め
つ
け
な
い
で 

も
う
一
度
』

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動 

3
月
1
日
〜
7
日

■
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

毎
年
３
万
人
以
上
の
人
が
、自
殺
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
毎
日
90
人
近
く

の
人
が
、自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。私
た
ち
一
人
一
人
の
支
え
で
、か
け
が

え
の
な
い
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
９
割
は
、

実
際
に
行
動
に
お
よ
ぶ
前
に
、何
ら
か
の
サ
イ

ン
を
送
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。自
殺
の

危
険
が
迫
っ
て
い
る
状
態
に
周
囲
の
人
が
気
づ

き
、適
切
な
対
処
を
す
る
こ
と
で
、自
殺
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。気
分
が
沈
む
、涙
も
ろ

く
な
る
、不
眠
、食
欲
不
振
、原
因
不
明
の
体

調
不
良
な
ど
、「
い
つ
も
と
違
う
な
」と
い
う
変

化
に
、早
め
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

少
し
で
も
気
に
な
っ
た
ら
、本
人
や
家
族
、

友
人
が
、『
奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会
』『
な
ら

自
死
遺
族
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』『
保
健
セ

ン
タ
ー
』な
ど
に
、相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先

◎
奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会

　

☎ 

０
７
４
２
・
３
５
・
１
０
０
０

　

24
時
間
・
年
中
対
応

◎
な
ら
自
死
遺
族
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎ 

０
７
４
４
・
４
６
・
５
５
６
３

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
平
日
の
み
）

〔
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎ 

23
・
６
６
６
１
〕

交通事故のないやすらぎの大和路づくり
〜大和の交通マナーを高めよう〜

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

４
月
６
日
〜
15
日

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

交
通
安
全
県
民
大
会

▽
と
き　

４
月
５
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
40
分

▽
と
こ
ろ　

奈
良
県
産
業
会
館

▽
定
員　

６
０
０
名

▽
内
容　

式
典
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

交
通
遺
児
に
就
学
援
助
金
を
支
給

　

交
通
事
故
で
父
母
な
ど
を
亡
く
し
た
子
ど

も（
市
内
在
住
）が
、小
学
校
ま
た
は
中
学
校

に
入
学
す
る
際
に
、交
通
遺
児
就
学
援
助
金

支
給
協
議
会
よ
り
、就
学
援
助
金
５
万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象　

平
成
24
年
度
に
小
学
校
ま
た
は

中
学
校
に
入
学
す
る
遺
児

▽
申
請
期
間  

３
月
１
日
～
４
月
27
日

▽
申
請
先　

市
役
所
生
活
安
全
課

※
必
要
書
類
等
、詳
し
く
は
生
活
安
全
課
ま
で

〔
生
活
安
全
課　

内
線
３
２
１
〕

■
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

■
横
断
歩
行
者
の
保
護
の
徹
底
と
正
し

い
横
断
の
励
行

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

×
〔
生
活
安
全
課　

内
線
３
２
１
〕

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
、

車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

● 

二
人
乗
り・
携
帯
電
話
使

用
の
禁
止

● 

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

● 

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

　
一
時
停
止
・
安
全
確
認

な
ど

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　

着
用

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
い
の
ち

～
３
月
は
自
殺
予
防
強
化
月
間
～



5
☆次の定例会は、３月2日（金）から開会の予定です。　

  

平 成 2 3 年 1 2 月

定 例 市 議 会

「
一
市
一
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

に
つ
い
て

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
社
会
実
験
を
活

答

一般質問

障
害
者
基
本
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て　

障
が
い
者
の
相
談
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　

  

市
政
会　

西
村
議
員

障
害
者
計
画
に
つ
い
て
、
本

市
で
は
、
障
害
者
自
立
支

援
法
等
に
基
づ
き
、
障
害
者
福
祉

基
本
計
画
及
び
障
害
福
祉
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
策
定
時
に
は
、
そ
の
都
度
、
大

和
高
田
市
障
害
者
福
祉
基
本
計

画
等
策
定
委
員
会
設
置
要
綱
に
よ

り
、
障
が
い
者
本
人
や
福
祉
団
体

問

　

平
成
23
年
12
月
定
例
市
議
会
は
、12
月
２
日
か
ら
12
月
８
日
ま
で
の
７
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、補
正
予
算
案
６
件
、条
例
案
件
６
件
、訴
訟
の
提
起
１
件
、市
道
の
認
定
１
件
、市
道
の

変
更
１
件
、市
道
の
廃
止
１
件
、意
見
書
３
件
、人
事
案
件
３
件
の
計
22
議
案
が
提
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
可
決・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、公
平
委
員
会
の
委
員
と
し
て
阪
口
治
氏
の
再
任
に
、人
権
擁
護
委
員
と
し
て
軽

澤
文
子
氏・甲
村
誠
子
氏
の
推
薦
に
、そ
れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員　

 

● 

西
川
勝
彦
氏   

● 

前
川
愼
子
氏   

● 

松
村
惠
由
氏   

● 

藤
井
義
雄
氏

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
補
充
員（
補
充
の
順
序
は
番
号
順
）

　
　

①
吉
元
芳
和
氏　

②
酒
本
繁
雄
氏　

③
佐
々
木
央
子
氏　

④
岡
本
圴
氏

　

８
日
に
行
わ
れ
た
一般
質
問
で
は
、７
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
さ
れ
ま
し
た
。本
号
で

は
、一般
質
問
及
び
意
見
書
の一部
に
つい
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
推
薦
す
る
人
を
、
委
員
会
の
構

成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
委
員
20
名
以

内
で
組
織
す
る
策
定
委
員
会
を
設

置
し
、
審
議
し
て
い
る
。

　

障
が
い
者
の
相
談
支
援
体
制

に
つ
い
て
は
、
知
的
・
精
神
・
身

体
の
３
障
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相

談
支
援
事
業
所
に
委
託
し
て
い
る

が
、
本
市
社
会
福
祉
課
に
お
い
て

も
、
窓
口
に
専
門
職
の
職
員
を
配

置
し
、
全
般
の
相
談
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。

　

今
般
、
国
か
ら
提
起
さ
れ
て
い

る
３
障
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談

支
援
事
業
所
を
１
か
所
に
集
中
す

る
基
幹
相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て

は
、現
在
、大
和
高
田
市
・
香
芝
市
・

葛
城
市
・
広
陵
町
で
構
成
し
て
い

る
中
和
地
区
３
市
１
町
障
害
者
自

問答

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防

災
対
策
に
つ
い
て

防
災
会
議
へ
の
女
性
委
員
の
拡
大
に

つ
い
て　
　
　
　

　
　
　
　
　

 

公
明
党　

藤
田
議
員

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
防
災
体
制
の

確
立
に
つ
い
て
は
、国
の「
第
３
次
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
」や
、国
の

「
防
災
基
本
計
画
」に
明
記
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。現
在
、本
市
の

防
災
会
議
の
委
員
は
28
名
で
、女

性
委
員
は
い
な
い
。今
後
、地
域
防

大
和
高
田
市
法
令
遵
守
推
進
条
例
な
ど
可
決

答 問

問

答

立
支
援
協
議
会
に
お
い
て
、
協
議

会
を
単
位
と
し
て
の
実
施
に
向
け
、

検
討
し
て
い
る
。

市
立
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
つ
い
て

現
状
と
活
動
方
針
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

仲
本
清
議
員

学
校
の
教
育
活
動
の一
環
と

し
て
行
わ
れ
る
運
動
ク
ラ
ブ

は
、
共
通
の
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
と
関

心
を
持
つ
生
徒
が
、
よ
り
高
い
技
能

や
記
録
に
挑
戦
す
る
中
で
、
と
も
に

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ

い
、
体
力
の
向
上
や
健
康
の
増
進

を
図
り
、
豊
か
な
学
校
生
活
を
経

験
す
る
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
徒
が
自
主
的
に
活
動

を
組
織
し
、
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
協
調
性
、
責
任
感
、
連
帯
感

な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
仲

間
や
教
師
と
の
密
接
な
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
、
大
き
な
教
育
的
意
義

を
有
し
て
い
る
。

　

生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
、
目
的
達
成
の
た
め

仲
間
意
識
を
持
っ
て
、
和
気
あ
い
あ

い
と
日
々
活
動
し
て
お
り
、
今
後

も
学
校
に
お
い
て
は
、
運
動
ク
ラ
ブ

の
指
導
者
が
、
大
会
に
勝
つ
た
め
に

技
術
的
・
記
録
的
に
す
ぐ
れ
た
生

徒
だ
け
を
重
ん
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
保

護
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

よ
り
充
実
し
た
運
動
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て　
　
　
　

　

  　
　
　

公
明
党　

堂
本
議
員

昨
年
度
か
ら
奈
良
県
と
協

働
で
、「
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
の
創
出
」
及
び
「
車
に
頼

ら
な
い
で
暮
ら
せ
る
環
境
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
市
一
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
を
設
立
し
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
一
市
一
ま
ち
づ
く
り
事
業
の一
環
と

し
て
、
秋
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
社
会

実
験
を
10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
の
２
か
月
間
、
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
総
利
用
台
数
３
６
２
台
の
貸

し
出
し
が
あ
り
、
現
在
、
社
会
実

験
結
果
の
分
析
、検
証
を
し
て
い
る
。

今
後
、
さ
ら
な
る
社
会
実
験
が
可

能
か
ど
う
か
も
含
め
検
討
し
た
い
。
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● 

安
全
・
安
心
の
電
力
供
給
体

制
を
求
め
る
意
見
書

 

● 

災
害
に
強
い
日
本
の
構
築
に

向
け
た
社
会
資
本
整
備
を
求

め
る
意
見
書

 

● 

円
高
か
ら
中
小
企
業
を
守
る

対
策
を
求
め
る
意
見
書

第
４
次
大
和
高
田
市
総
合

計
画
に
お
け
る
、平
成
24

年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

み
ら
い　

平
郡
議
員

平
成
24
年
度
は
、第
４
次
総

合
計
画
に
お
け
る
前
期
基

本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、平

成
29
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
、後
期
基
本
計
画
策

定
の
時
期
で
あ
る
。

　

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、現
行
計
画
に
よ
る
施
策
の
達

成
状
況
及
び
評
価
を
正
確
に
検
証

す
る
と
と
も
に
、社
会
情
勢
の
変

化
、地
域
の
実
情
等
を
視
野
に
入

れ
た
上
で
、今
後
５
年
間
の
基
本

施
策
の
計
画
を
進
め
た
い
。

　

ま
た
、平
成
24
年
度
の
予
算
編

成
に
つ
い
て
は
、第
４
次
大
和
高
田

市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
、本
市
の

将
来
都
市
像
で
あ
る「
元
気
な
高

田
」「
誇
れ
る
高
田
」の
実
現
に
努

め
た
い
。

　

今
後
も「
高
田
の
夢
」を
か
た
ち

委 員 会
審査結果

総
務
財
政
委
員
会

　

平
成
23
年
度 

大
和
高
田
市
一
般

会
計 

補
正
予
算（
第
３
号
）ほ
か
、

４
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

民
生
文
教
委
員
会

　

平
成
23
年
度
大
和
高
田
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）ほ
か
、６
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

問答

環
境
建
設
委
員
会

　

平
成
23
年
度
大
和
高
田
市
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）ほ
か
、６
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

◆
議
員
に
よ
る
街
頭
活
動
◆

　

下
の
旗
を
持
っ
て
、
定
例
会
の

開
会
前
に
告
知
活
動
、
ま
た
、
閉

会
後
に
結
果
報
告
を
、
そ
れ
ぞ
れ

２
日
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所
◆　

近
鉄
高
田
駅
前
・
近
鉄
高
田
市
駅
前

◆
時
間
◆　

１
日
目
：
午
前
７
時
ご
ろ
～
８
時
ご
ろ

２
日
目
：
午
後
６
時
ご
ろ
～
７
時
ご
ろ

● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

す
べ
て
の
幼
稚
園
で
の
３
歳

児
保
育
の
実
施
に
つ
い
て

認
定
こ
ど
も
園
の
３
歳
児
の
現
状

に
つ
い
て　
　
　
　

　

  　
　
　

共
産
党　

沢
田
議
員

幼
稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
４
月
に
開
園
し
た
高
田
こ

ど
も
園
か
ら
受
け
入
れ
、
今
年
度

は
平
成
24
年
４
月
開
園
予
定
の
、

土
庫
こ
ど
も
園
で
の
３
歳
児
の
受

け
入
れ
を
前
倒
し
し
て
、
土
庫
幼

稚
園
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　

他
の
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
国
の
幼

保
一
体
化
の
制
度
改
正
も
注
視
し
、

幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育
の
ニ
ー
ズ

と
、
こ
ど
も
園
の
３
歳
児
の
申
し

込
み
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、
考

え
て
い
き
た
い
。

答 問
難
病
や
障
が
い
を
抱
え
る

子
ど
も
と
、
そ
の
親
へ
の

ケ
ア
に
つ
い
て

市
立
病
院
に
お
け
る
治
療
に
つ
い
て

共
産
党　

向
川
議
員

市
立
病
院
で
は
、
先
天
性

心
疾
患
や
染
色
体
異
常
等

の
先
天
性
疾
患
を
は
じ
め
と
す
る
、

多
く
の
難
病
や
障
が
い
を
抱
え
る

答 問
に
す
る
た
め
の
、強
固
な
財
政
基
盤

の
確
立
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、新
た

な
行
政
ニ
ー
ズ
に
も
、答
え
て
い
き

た
い
。

子
ど
も
の
診
断
や
治
療
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
患
者
の
ケ
ア
は
、
１

病
院
の
み
で
行
え
る
も
の
で
は
な

く
、
地
域
の
保
健
機
関
、
療
育
機

関
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
地
域

が
連
携
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

地
域
連
携
の
中
に
は
、
遠
方
の

高
度
医
療
機
関
も
含
ま
れ
て
お
り
、

市
立
病
院
に
お
い
て
も
、
以
前
か
ら

連
携
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
親
の

ケ
ア
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
立
病
院

で
行
っ
て
い
る
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
は
、
在
宅
で
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
休

息
を
目
的
と
し
て
お
り
、
小
児
の

患
者
も
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

　

道
の
中
央
に
「
一
旦
停
止
」・

「
注
意
徐
行
」
と
書
か
れ
た
標

識
が
目
立
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の
ペ
ー

ジ
で
す
。

災
計
画
の
策
定
に
際
し
、女
性
の
参

画
も
含
め
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、大
震
災
や
大
浸
水
で
被

災
し
、避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
状
況
が
、テ
レ
ビ
で
報
道

さ
れ
て
い
る
。本
市
に
お
け
る
、避

難
所
運
営
及
び
防
災
物
資
の
備
蓄

に
つ
い
て
も
、弱
者
、ま
た
女
性
の
視

点
を
考
慮
し
、対
応
し
て
い
き
た
い
。
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〈材料〉
☆いちご……………… 1/2 パック　
………砂糖… …………… 60ｇ
……牛乳… …………… カップ１

　

＊ いちごババロア
　　　（カップ５個分）

〈エネルギー〉（１個分）
182キロカロリー
たんぱく質…………3.8g
カルシウム…………63…mg　　

　生クリーム………… カップ1/2
　粉ゼラチン………… 10ｇ　

春を感じるおやつです。66          

〈作り方〉
１…粉ゼラチンは、分量の水にふり入れてふやかしておく。牛乳と砂
糖を火にかけて砂糖を溶かし、火を止める。ゼラチンを加えて溶
かし、あら熱をとる。

２…いちごは、１とともにミキサーにかけ、ボールにうつして底を氷水

で冷やす。生クリームを加え、とろみがつくまで混ぜる。

３…ゼリーカップを水でぬらし、２を流し入れる。冷蔵庫で冷やし固

め、器に盛る。

子どもや女性に人気のいちごは、ビタミンＣ、
葉酸、食物繊維がたっぷり。１日に10粒食べる
と風邪予防になるともいわれています。
旬の食材は、安価で栄養価が高く、とても味が
よいです。健康な生活を送るためにも、季節を
感じ、食事を楽しんでいただきたいと思います。
※このコーナーは、今回をもちまして終了します。

〔保育課〕

　

今
回
は
、未
就
園
児
を
対
象
に

し
た
、２
つ
の
子
育
て
支
援
事
業

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業

　

高
田
こ
ど
も
園
内
に
あ
る「
子

育
て
支
援
室
」は
、未
就
園
児
と

保
護
者
が
、気
軽
に
来
て
遊
べ
る

交
流
の
場
で
す
。親
子
で
遊
ん
だ

り
、他
の
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち

と
交
流
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、県
や
市
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
発
行
し
て
い
る
情

報
誌
の
提
供
や
、育
児
講
座
の
紹

介
も
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
み
な
が
ら
子
育

て
を
し
て
い
る
、保
護
者
の
育
児

相
談
に
応
じ
、よ
り
よ
い
方
法
を
、

共
に
考
え
て
い
く
の
も
、子
育
て

支
援
室
の
大
切
な
業
務
で
す
。他

の
保
護
者
か
ら

「
う
ち
も
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、大
丈

夫
よ
」

と
い
う
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
り
、

「
頑
張
り
過
ぎ
ず
に
、肩
の
力
を

ぬ
い
て
、子
育
て
を
し
て
み
て

は
？
」

な
ど
と
応
え
て
も
ら
う
と
、育
児

不
安
も
軽
減
す
る
の
で
は
な
い

か
、と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
室
は
、月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
、午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
開
室
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、お
子
さ
ん
と
、気
軽
に

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

一
時
預
か
り
事
業

　

こ
の
事
業
は
、市
内
の
３
公
立

保
育
所
と
２
私
立
保
育
園
で
、

行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
就
労
、急
病
、災
害

な
ど
に
よ
り
、家
庭
で
保
育
で
き

な
い
場
合
に
、一時
的
に
お
預
か
り

す
る
事
業
で
す
。

　

対
象
は
、生
後
６
か
月
か
ら
就

学
前
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。最
初

は
、家
庭
と
違
う
環
境
と
、お
う

ち
の
人
と
離
れ
る
寂
し
さ
で
、泣

い
た
り
不
安
げ
な
表
情
を
し
た

り
す
る
子
ど
も
も
、担
当
保
育
士

に
抱
っ
こ
さ
れ
た
り
、優
し
く
言

葉
を
か
け
ら
れ
る
う
ち
に
、気
持

ち
が
和
ん
で
、笑
顔
も
見
ら
れ
ま

す
。保
育
や
遊
び
で
は
、手
遊
び・

ま
ま
ご
と・パ
ズ
ル・
ボ
ー
ル
遊
び

な
ど
を
し
ま
す
。　

ま
た
、天
気

の
良
い
日
は
、園
庭
に
出
た
り
、同

年
齢
の
ク
ラ
ス
に
遊
び
に
行
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。お
昼
は
、弁
当

や
給
食
を
食
べ
、お
昼
寝
前
に
は
、

好
き
な
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
て

ス
ヤ
ス
ヤ
。時
に
は
、一
緒
に
過
ご

す
赤
ち
ゃ
ん
に
玩
具
を
貸
し
て
あ

げ
た
り
、ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て

あ
げ
た
り
と
、微
笑
ま
し
い
光
景

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、日
々
、子
ど
も

た
ち
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
な
が

ら
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
保
育
を
し

て
い
き
ま
す
。

〔
保
育
課
〕

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、今
回
を
も

ち
ま
し
て
終
了
し
ま
す
。
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自
分
の
農
場
で
作
っ
た
農
産
物
を
持
ち

寄
り
、消
費
者
に
直
接
販
売
す
る
ス
タ
イ

ル
の
市
場
、フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

仕
掛
け
た
男
子
野
菜
部
に
よ
る「
野
菜
を

買
っ
て
食
べ

た
く
な
る

３
０
の
真

実
」
を
紹
介

し
て
い
る
本

で
す
。

青
山
・
国
連
大
学
前
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

男
子
野
菜
部 

著
／
幻
冬
舎

『
こ
れ
か
ら
の
野
菜
の
食
べ
方
』

は
ん
ぶ
ん
こ
！

　

昼
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
と

い
う
「
春
分
」。
で
も
実
際
に
は
、

昼
の
方
が
長
い
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、「
歳
時
記
」

に
関
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
旧
暦
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
歳
時
記
』

（
吉
岡 

安
之 

著
／
幻
冬
舎
）

　

過
去
の
遺
物
だ
と
思
わ
れ
が
ち

な
旧
暦
が
、
季
節
感
や
知
恵
ゆ

た
か
な
暦
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の

「
旧
暦
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
す
す
め
」

で
す
。

『
心
を
そ
だ
て
る

子
ど
も
歳
時
記
12
か
月
』

（
橋
本 

裕
之 

監
修
／
講
談
社
）

　

意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
、

行
事
の
由
来
や
意
味
。
ま
た
、
地

域
に
よ
っ
て
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
は
、
日
本
各
地
で
行
わ
れ

る
一
年
間
の
行
事
と
暮
ら
し
を
紹
介

す
る
と
共
に
、
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も

楽
し
め
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
ひ
る
と
よ
る
が

は
ん
ぶ
ん
ず
つ
の
日
』

　
（
小
春 

久
一
郎 
作
、

長
島 

克
夫 

絵
／
教
育
画
劇
）

　

ぶ
た
の
と
ん
子
が
お
母
さ
ん
に
、

昼
夜
が
同
じ
に
な
る
日
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
お
墓

参
り
や
、
お
は
ぎ
の
こ
と
も
盛
り

こ
ん
で
あ
り
、
彼
岸
に
つ
い
て
も
触

れ
て
あ
る
紙
芝
居
で
す
。

3月の新着図書3月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
孔
子
さ
ま
へ
の
進
言 

— 
中
国
歴
史
人
物
月
旦 

—

』

楊 

逸 

著
／
文
藝
春
秋

『
海
に
降
る
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　

朱
野 

帰
子 

著
／
幻
冬
舎

『
焔
火
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村 

龍
一 

著
／
講
談
社

『
あ
い
う
え
お
み
せ
』　　
　
　
　

安
野 

光
雅 

作
／
福
音
館
書
店

『
し
ん
せ
つ
な
か
か
し
』　　
　
　

ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
イ
ー
ト
ン 

作
、

お
び
か 

ゆ
う
こ 

訳
、
篠
崎 

三
朗 

絵
／
福
音
館
書
店

『
日
本
の
ふ
し
ぎ
話
』　　
　
　
　
　

西
本 

鶏
介 

作
、
ポ
プ
ラ
社

◎おはなし会
かい

▽とき　3月10日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　4さいいじょうの子
こ

ども
 ● 絵

え

本
ほん

　　 『みんなともだち』
 ● おはなし　『ぽとんぽとんはなんのおと』
◎えほんとわらべうたの時

じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　3月24日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　3さいいかの子
こ

ども
 ● 絵

え ほ ん

本　　 『はけたよはけたよ』
 ● 絵

え ほ ん

本　　 『風
かぜ

の子
こ

しりとり』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。
※どちらも、としょかんの2かいでかいさい
　します。

介
護
保
険
料
の

     

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
！

　

～
自
己
負
担
が
３
倍
？
～

　

地
域
包
括
支
援
課
に
寄
せ
ら
れ

る
相
談
の
中
に
、

「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
く
て
も
、受
け
ら
れ
な
い
」

と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。そ
の
訳

の
ひ
と
つ
に
、

「
自
己
負
担
が
３
割
で
、費
用
が
か

さ
む
か
ら
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。実
際
、

施
設
入
所
の
た
め
に
家
族
が
介
護

認
定
の
申
請
に
来
て
、何
年
も
前

の
介
護
保
険
料
の
未
払
い
が
わ
か

り
、３
割
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、加
齢
に
よ
る
病

気
な
ど
で
、介
護
を
要
す
る
状
態

に
な
っ
て
も
、で
き
る
限
り
自
宅
で

自
立
し
た
日
常
生
活
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
る
よ
う
、介
護
サ
ー
ビ

ス
を
１
割
の
自
己
負
担
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、介

護
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
い
と
、そ

の
期
間
に
応
じ
て
、自
己
負
担
が

３
割
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
は
元
気
だ
か
ら
、利
用
し
な

い
か
ら
、と
未
納
分
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、い
ざ
、利
用
し
た

く
な
っ
た
時
、多
く
負
担
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、要
介
護
５
で
、施
設
入

所
し
た
場
合
、月
額
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
は
、約
30
万
円
必
要
で
す
。

１
割
負
担
な
ら
、月
３
万
円
の
支

払
い
で
す
が
、３
割
負
担
に
な
る

と
、月
９
万
円
と
な
り
ま
す
。さ
ら

に
、食
費
等
も
必
要
で
、負
担
は
さ

ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、年
金
が
年
額

18
万
円
以
上
の
人
は
年
金
か
ら
天

引
き（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま
す
が
、

65
歳
に
達
し
た
と
き
や
、年
金
を

担
保
に
し
た
借
り
入
れ
が
あ
る
と

き
等
は
、納
付
書
で
各
自
納
め
ま

す（
普
通
徴
収
）。ま
た
、遺
族
年

金
や
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
も
、平
成
18
年
度
ま
で
は
、普

通
徴
収
で
し
た
。

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険

料
を
２
年
以
上
滞
納
す
る
と
時
効

に
な
り
、過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
は
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人

も
、自
分
だ
け
で
な
く
、両
親
の
保

険
料
の
支
払
状
況
を
確
認
し
、保

険
料
を
滞
納
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
場
合
は
、３
月
31
日
ま
で
に

未
納
分
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
、相
談
は
、介
護
保

険
課（
内
線
５
７
３
）ま
で
。

〔
地
域
包
括
支
援
課 

　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
５
８
〕

※本誌２月号に挟み込んでいた「脳トレ教室楽習者募集」の日程が、
　平成 23 年となっていましたが、平成 24 年の誤りです。お詫びして、訂正します。
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実
家
の
父
が
、
屋
根
工
事
の

契
約
を
し
た
。
事
情
を
聞
く
と
、

業
者
が
突
然
訪
ね
て
来
て
、
瓦
が

変
色
し
て
い
る
の
で
、
ほ
う
っ
て
お

く
と
雨
漏
り
す
る
と
言
わ
れ
た
よ

う
だ
。
不
安
に
な
り
調
べ
て
も
ら
っ

た
所
、瓦
の
修
理
と
「
漆し
っ

喰く
い

工
事
」

が
必
要
と
言
わ
れ
、
そ
の
場
で
契

約
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
工
事
は

ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
を
し
た
い
。

<

契
約
者
80
歳
代　

男
性

工
事
代
金　

約
20
万
円

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で

す
。
特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
書
面
で

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、

い
っ
た
ん
契
約
し
た
場
合
で
も
、

一
定
期
間
で
あ
れ
ば
消
費
者
が

無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る

相
談
事
例

不要な契約の
クーリング・オフ

　
本
物
の
職
人
技
に
出
会
う
こ
と

108

　

あ
る
日
の
こ
と
、は
ん
こ
屋
さ

ん
の
前
を
、通
っ
た
時
の
こ
と
で

す
。職
人
さ
ん
が
一
人
で
、下
を
向

い
て
一
心
に
、は
ん
こ
の
面
を
掘
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
が
、

道
路
に
面
し
た
店
の
ガ
ラ
ス
を
通

し
て
見
え
ま
し
た
。私
は
立
ち
止

ま
っ
て
、５
分
ほ
ど
眺
め
て
い
た

で
し
ょ
う
か
、そ
の
職
人
さ
ん
が
、

ふ
と
顔
を
上
げ
ま
し
た
。目
が
合

い
、少
し
微
笑
ん
で
、店
の
中
に
入

る
よ
う
に
手
招
き
を
し
た
の
で

す
。私
は
、

「
忙
し
い
の
に
、申
し
訳
な
い
で
す

ね
」

と
言
っ
て
、店
の
中
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
職
人
さ
ん
は
、仕
事
の
手
を

止
め
て
、『
は
ん
こ
作
り
』に
つ
い

て
、い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。そ
の
中
で
、一
番
心
に
残
っ

た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

「
私
は
、世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い

は
ん
こ
を
作
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
今
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
機
械
を
使
え
ば
、

全
く
同
じ
は
ん
こ
が
、短
時
間
で

大
量
に
で
き
ま
す
。し
か
し
、

「
人
の
手
で
作
ら
れ
た
は
ん
こ
に

は
、ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
、同
じ
も

の
は
無
い
」

「
材
質
、印
判
の
形
、刻
銘
が
同
じ

で
あ
っ
て
も
、で
き
あ
が
っ
た
は
ん

こ
に
は
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
違
い
が

あ
る
」

と
、言
わ
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
、わ

ず
か
な「
掘
り
」の
違
い
だ
そ
う

で
す
。こ
の「
掘
り
」が
、印
肉
の

付
き
具
合
や
捺
印
力
の
わ
ず
か

な
違
い
を
生
み
出
す
そ
う
で
す
。

　

10
分
ほ
ど
経
っ
て
、私
は
店
を

出
ま
し
た
。そ
の
職
人
さ
ん
は
、

再
び
下
を
向
い
て
、仕
事
に
打
ち

込
ん
で
い
ま
し
た
。私
は
そ
の
時
、

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど

の
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。そ
れ
は
、

「
本
物
の
職
人
技
」に
出
会
っ
た
、

と
い
う
感
動
で
し
た
。数
年
で
は

体
得
で
き
な
い
職
人
技
。そ
こ
に

は
、そ
の
人
の
生
き
ざ
ま
が
刻
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
し
か
な

い
は
ん
こ
を
、作
っ
て
い
ま
す
」と

い
う
言
葉
こ
そ
、『
本
物
の
職
人

技
』に
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
、と
感

じ
た
の
で
す
。大
量
生
産
さ
れ
る

商
品
が
多
く
出
回
る
現
在
、生
活

を
し
て
い
く
こ
と
に
お
い
て
は
、

何
ら
不
便
を
感
じ
ま
せ
ん
が
、

感
動
す
る
心
が
、何
と
な
く
や
せ

細
っ
た
よ
う
に
な
っ
た
と
、感
じ
て

い
る
の
は
、私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

〔
人
権
施
策
課
〕

簡
易
書
留

（
販
売
会
社
名
）

（
販
売
会
社
住
所
）

代
表
者　

様

契約年月日　平成……年……月……日
商品名　　………　　　　　　…
契約金額……　…　…　　　　円
販売会社
（担当者名）
上記日付の契約は解除します。
なお、支払い済みの　　　　　円
を返金し、商品を引き取ってください。

平成　年　月　日
（契約者）
　住所
　氏名

契約解除通知書

表面… 裏面
※
お
金
を
支
払
っ
て
い
な
い
、商
品
を
受
け

　

取
っ
て
い
な
い
場
合
は
、裏
面
の
該
当
部

　

分
を
線
で
消
す
こ
と
。

ハ
ガ
キ
の
書
き
方
の
注
意
点

 

● 

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た
場
合

は
、
同
様
の
文
面
で
、
信
販
会

社
宛
に
も
通
知
が
必
要
で
す
。

※
裏
面
の
、「
な
お
、支
払
い
～
取
っ

て
く
だ
さ
い
。」
は
消
す
こ
と
。

 

● 

ハ
ガ
キ
記
入
後
は
、
両
面
コ
ピ
ー

を
と
る
こ
と
。

制
度
で
す
。（
店
に
出
向
い
て
商

品
を
買
っ
た
り
、
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
自
ら
購
入
を
申
し
込
ん
だ

場
合
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

相
談
者
は
、
業
者
に
「
工
事
の

契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
」

と
、口
頭
で
伝
え
た
よ
う
で
す
が
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
発
信
主
義

で
あ
り
、
ハ
ガ
キ
の
送
付
時
点
で

解
約
成
立
と
な
る
た
め
、
必
ず
ハ

ガ
キ
で
送
る
こ
と
と
、
書
面
の
書

き
方
を
説
明
し
ま
し
た
。
ハ
ガ
キ

の
文
面
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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携帯ゲーム機は、子どもから大人まで人気が
あるし、普及率も高いね。

ゲームができるだけでなく、最近の機器はインター
ネットにも接続できるそうですよ。

簡単に無線でネットに接続できるので、子ど
もが間違って有料サイトに登録して、多額の
費用を請求されるなど、トラブルが多いみた
いだよ。家庭用のパソコンでよくあるトラブル
が、携帯ゲーム機でもおこるようだ。

便利になっていく分、危険も増えていきますね。お
父さん、お母さんがしっかり管理しなくちゃ！

そうだね。親子で携帯ゲーム機の機能を理
解し、トラブルに巻き込まれないよう、よく話
し合うことが大切だね。

で、親子でゲームに夢中になったりして。

インターネットができる
携帯ゲーム機

教えて！
最新情報

　

病
院
の
廊
下
待
合
で
、診
察
を

待
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。私

の
向
か
い
の
長
椅
子
に
、４
歳
ぐ

ら
い
の
男
の
子
を
連
れ
た
若
い

母
親
が
、す
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
母
親
は
、す
わ
る
と
同
時

に
、携
帯
電
話
を
さ
わ
り
始
め
た

の
で
、私
は
、『
今
ど
き
の
若
い
お

母
さ
ん
だ
な
ー
』と
思
っ
て
見
て

い
ま
し
た
。横
に
す
わ
っ
た
小
さ

い
男
の
子
は
、持
っ
て
い
た
携
帯

型
の
ゲ
ー
ム
を
し
始
め
、２
人
は

ま
っ
た
く
会
話
を
す
る
こ
と
な

く
画
面
を
見
つ
め
た
ま
ま
、約
１

時
間
近
く
を
過
ご
し
ま
し
た
。受

付
で
名
前
を
呼
ば
れ
て
、初
め
て

母
親
は
、

「
さ
あ
、入
る
よ
」

と
男
の
子
に
声
を
か
け
、手
を
つ

な
ぐ
こ
と
も
な
く
先
に
入
っ
て

い
き
、そ
の
後
ろ
か
ら
男
の
子
が
、

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
つ
い
て
入
っ

て
い
き
ま
し
た
。私
は
、『
こ
の
親

子
は
家
で
も
こ
ん
な
風
な
の
か

な
？
』『
話
を
し
た
り
、一
緒
に

遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
あ
る
の

か
な
？
』と
思
い
、少
な
か
ら
ず

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。そ
れ

以
上
に
、母
親
と
話
す
こ
と
な
く

時
間
を
過
ご
し
た
男
の
子
の
姿

に
は
、大
変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
こ
と
は
、時
代
の
流

れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、親
子
の

つ
な
が
り
や
、子
育
て
に
つ
い
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
入
っ
て
い
る
、と
感
じ
て
い
ま

す
。一
概
に
、携
帯
電
話
や
ゲ
ー

ム
機
を
与
え
る
の
が
悪
い
、と
は

言
え
ま
せ
ん
。『
子
ど
も
が
喜
ぶ

か
ら
』、『
見
て
い
る
間
は
子
ど
も

に
手
が
か
か
ら
な
い
』、『
楽
だ

か
ら
』な
ど
の
、大
人
の
意
識
と

感
性
が
問
題
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

幼
児
期
は
、体
を
作
る
と
と
も

に
、人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
、考
え
た
り
工
夫
し

た
り
す
る
力
を
培
い
、人
と
関
わ

る
こ
と
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し

さ
、自
分
と
違
う
立
場
の
考
え
を

理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
く
時
期
で
す
。ま
た
、自

分
が
愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
、た
っ
ぷ
り
感
じ
て
育
っ
た

子
ど
も
は
、他
の
人
を
思
い
や
っ

た
り
、愛
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、会
話

が
あ
り
、家
族
の
中
で
、一
人
一

人
を
大
切
に
し
合
う
楽
し
い
家

庭
が
あ
れ
ば
、子
ど
も
は
困
難
な

こ
と
に
も
立
ち
向
か
い
、乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、

「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
？
」

と
、ま
ず
声
を
か
け
て
あ
げ
る
こ

と
か
ら
、始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
保
育
課
〕

　

な
お
、
う
そ
の
説
明
を
さ
れ
た
・

必
ず
儲
か
る
と
言
わ
れ
た
・
長
時

間
勧
誘
で
束
縛
さ
れ
た
・
家
に
居

座
り
続
け
ら
れ
た
と
い
う
理
由
で

契
約
し
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
、
契

約
後
一
定
期
間
以
内
で
あ
れ
ば
、

20日間 8日間
内
職
・モ
ニ
タ
ー
商
法

マ
ル
チ
商
法

訪
問
販
売
、キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

電
話
勧
誘
販
売
、エ
ス
テ
、語
学
教
室

家
庭
教
師
、学
習
塾
、パ
ソ
コ
ン
教
室

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
工
事
は
本
当
に
必
要
？

　

今
回
の
業
者
は
、
消
費
者
に

対
し
て
不
安
を
あ
お
り
、
不
必

要
な
工
事
を
さ
せ
る
手
口
で
し

た
。
特
に
高
齢
者
は
自
宅
に
い

る
時
間
が
長
く
、
判
断
能
力
が

低
下
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
の

被
害
を
受
け
や
す
く
、
ま
た
被

害
に
遭
っ
て
い
る
と
気
付
か
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、親
族
だ
け
で
な

く
、地
域
で
の
見
守
り
が
と
て
も

大
切
で
す
。隣
近
所
で
も
声
を
掛

け
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

主
な
契
約
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

 

● 

ハ
ガ
キ
は
必
ず
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
期
間
内
に
郵
便
窓
口
か
ら

簡
易
書
留
郵
便
で
出
し
、
郵
便

局
の
受
領
書
を
保
管
す
る
こ
と
。


